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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第56期

第２四半期連結
累計期間

第57期
第２四半期連結
累計期間

第56期
第２四半期連結
会計期間

第57期
第２四半期連結
会計期間

第56期

会計期間

自　平成20年
　　９月１日
至　平成21年
　　２月28日

自　平成21年
　　９月１日
至　平成22年
　　２月28日

自　平成20年
　　12月１日
至　平成21年
　　２月28日

自　平成21年
　　12月１日
至　平成22年
　　２月28日

自　平成20年
　　９月１日
至　平成21年
　　８月31日

売上高 (千円) 3,244,0833,368,9111,336,7361,535,9066,712,047

経常利益 (千円) 61,330 86,290 16,505 47,923 108,224

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) △18,458 85,873 34,684 51,458 9,440

純資産額 (千円) ― ― 1,752,5591,830,0351,798,677

総資産額 (千円) ― ― 5,955,6575,636,9115,976,392

１株当たり純資産額 (円) ― ― 160.52 167.63 164.76

１株当たり四半期(当
期)純利益又は１株当た
り四半期純損失(△)

(円) △1.69 7.87 3.18 4.71 0.86

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 29.4 32.5 30.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △483,160 637,498 ― ― △435,785

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △149,409△107,635 ― ― △17,430

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 17,246△168,347 ― ― △179,985

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 874,7571,218,396856,881

従業員数 (名) ― ― 123 117 126

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　  ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

      ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ　　

ん。

      ４ 請負工事に係る収益の計上基準については、第57期第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18

号）を適用しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年２月28日現在

従業員数(名)
       　　　　117

          (29)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。 

　   ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

     ３　臨時従業員には、期間契約、パートタイマー契約及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年２月28日現在

従業員数(名)
         　　　113　　　

          (28)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。 

　   ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であります。

     ３　臨時従業員には、期間契約、パートタイマー契約及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループが営んでいる事業の大部分を占める設備工事業においては、生産実績を定義することが困

難であり、請負形態をとっているため販売実績という定義は実態に即しておりません。 

　

(1) 受注実績
　

区分

前第２四半期連結会計期間　　　　　
　　　　　　　　(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間　　　　　　　　　　　　　(自　平成21
年12月１日 

  至　平成22年２月28日)

金額(千円) 金額(千円) 前年同四半期比(％)

建築設備工事 1,757,404 1,048,540 △40.3

リニューアル工事 244,455 680,832 178.5

土木工事 ― 32,000 ―

プラント工事 ― ― ―

ビルケア工事 31,796 23,006 △27.6

設備工事業計 2,033,655 1,784,378 △12.3

不動産事業 9,654 10,845 12.3

コンサルタント業務 ― ― ―

その他の事業計 9,654 10,845 12.3

合計 2,043,310 1,795,223 △12.1

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 売上実績
　

区分

前第２四半期連結会計期間　　　　　
　　　　　　　　(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間　　　　　　　　　　　　　(自　平成21
年12月１日 

  至　平成22年２月28日)

金額(千円) 金額(千円) 前年同四半期比(％)

建築設備工事 501,310 1,029,397 105.3

リニューアル工事 574,414 390,098 △32.1

土木工事 137,500 ― △100.0

プラント工事 ― ― ―

ビルケア工事 113,856 105,565 △7.3

設備工事業計 1,327,082 1,525,061 14.9

不動産事業 9,654 10,845 12.3

コンサルタント業務 ― ― ―

その他の事業計 9,654 10,845 12.3

合計 1,336,736 1,535,906 14.9

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先の売上高及びその割合
　　前第２四半期連結会計期間
　　　該当の相手先はありません。
　　当第２四半期連結会計期間
　　　国立大学法人筑波大学　　　　　220,118千円　　　14.3％
　　　㈱スイコウアセット　　　　　　200,141千円　　　13.0％
　　　㈱秋山工務店　　　　　　　　　198,865千円　　　12.9％
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気対策の実施を受け一部持ち直しの兆しが見

られるものの、デフレの傾向は依然として続いており、企業収益が低迷する中、雇用情勢も改善されず

個人消費も低迷するなど、景気の先行きは依然として不透明なまま推移しております。

当社グループ関連の建設業界におきましても、公共工事見直しに伴う事業凍結が実施されることに

加え、民間設備投資も極めて低い水準で推移しており、非常に厳しい経営環境となっております。

このような状況のもと、当社グループは、受注時採算性の強化、原価管理及び施工管理の徹底、原価低

減及び経費削減などの諸施策を実施しております。その結果、当第２四半期連結会計期間の業績につき

ましては、受注高は前年同四半期比12.1％減少の17億95百万円となりましたが、売上高は完成工事高の

計上基準の変更に伴う工事進行基準適用の売上高が増加したことなどから、前年同四半期比14.9％増

加の15億35百万円となりました。損益につきましても売上高増加に加えて工事利益率が改善したこと

などから、営業利益は前年同四半期比147.7％増加の57百万円、経常利益は前年同四半期比190.3％増加

の47百万円、四半期純利益は前年同四半期比48.4％増加の51百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億39百万円減少し、56

億36百万円となりました。その要因は、主に売上債権及び未成工事支出金の減少によるものでありま

す。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億70百万円減少し、38億６百万円となりました。その要因は、

主に仕入債務及び有利子負債の減少によるものであります。

また、純資産は、前連結会計年度末に比べ31百万円増加し、18億30百万円となりました。その要因は、

主に四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ78

百万円減少し、12億18百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務及び未成工事

受入金が減少したものの、税金等調整前四半期純利益を計上し、売上債権及び未成工事支出金も減少し

たことなどから61百万円の収入超過（前年同四半期は１億65百万円の支出超過）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券を取得したことなどから56百万円の支出超過（前

年同四半期は１億28百万円の支出超過）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、資金調達を最小限に抑え、有利子負債の削減に努めたことな

どから83百万円の支出超過（前年同四半期は１億44百万円の収入超過）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題
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当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間において、当社グループは研究開発活動を特段行っておりません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な

変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設・除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,000,00011,000,000
大阪証券取引所　　　　

（JASDAQ市場）
単元株式数は1,000株であります。

計 11,000,00011,000,000― ―

(注)  株式会社大阪証券取引所と株式会社ジャスダック証券取引所が平成22年４月１日付で合併したことに伴い、当社

株式は株式会社大阪証券取引所に上場することとなりました。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年２月28日 ― 11,000,000 ― 1,408,600 ― 3,705
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(5) 【大株主の状況】

　 　 　 平成22年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

明生産業株式会社 茨城県ひたちなか市稲田1059番地の54 1,600 14.55

水戸信用金庫 茨城県水戸市城南２丁目２番21号 894 8.13

矢　田　博　美 静岡県伊豆の国市 549 4.99

株式会社常陽銀行 茨城県水戸市南町２丁目５番５号 540 4.91

アサガミ株式会社 東京都千代田区大手町２丁目６番２号 355 3.23

新菱冷熱工業株式会社 東京都新宿区四谷２丁目４番 350 3.18

暁飯島工業従業員持株会 茨城県水戸市千波町2770番地の５ 320 2.91

飯　島　康　輔 千葉県松戸市 262 2.38

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞ヶ関３丁目７番３号 217 1.97

暁飯島工業取引先持株会 茨城県水戸市千波町2770番地の５ 174 1.59

計 ― 5,261 47.83

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　83,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,886,000
10,886 ―

単元未満株式
普通株式

31,000
― ―

発行済株式総数 11,000,000― ―

総株主の議決権 ― 10,886 ―

(注)  １　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式133株が含まれております。

 ２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株(議決権８個)含まれ

ております。 

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 
暁飯島工業株式会社

茨城県水戸市千波町 
2770番地の５

83,000 　　― 83,000 0.75

計 ― 83,000 ― 83,000 0.75
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
９月 10月 11月 12月

平成22年
１月 ２月

最高(円) 80 72 71 70 79 75

最低(円) 66 60 57 49 62 66

(注）　１　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　２　株式会社大阪証券取引所と株式会社ジャスダック証券取引所が平成22年４月１日付で合併したことに伴い、

当社株式は株式会社大阪証券取引所に上場することとなりました。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年12月１日から平成21年２月28日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成20年９月１日から平成21年２月28日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年12月１

日から平成21年２月28日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年９月１日から平成21年２月28日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年12月１日から平成22年２月28日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年９月１日から平成22年２月28日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,233,404 871,886

受取手形・完成工事未収入金 ※２
 1,122,462 1,366,128

有価証券 48,117 －

未成工事支出金 324,821 728,635

繰延税金資産 50,562 50,483

その他 40,268 185,363

貸倒引当金 △48,903 △49,211

流動資産合計 2,770,734 3,153,285

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 1,109,366 1,101,266

減価償却累計額 △809,094 △798,371

建物・構築物（純額） 300,271 302,894

土地 2,160,682 2,160,682

その他 9,003 9,003

減価償却累計額 △8,118 △7,754

その他（純額） 885 1,249

有形固定資産合計 2,461,839 2,464,825

無形固定資産 7,628 8,401

投資その他の資産

投資有価証券 321,310 268,284

長期貸付金 500 500

長期未収入金 99,184 99,195

その他 63,661 45,821

貸倒引当金 △87,946 △63,921

投資その他の資産合計 396,709 349,880

固定資産合計 2,866,177 2,823,107

資産合計 5,636,911 5,976,392

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

12/26



(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 1,077,455 1,241,733

短期借入金 1,301,900 1,326,700

1年内返済予定の長期借入金 166,040 226,820

1年内償還予定の社債 60,000 330,000

未払法人税等 2,529 2,228

未成工事受入金 587,733 637,956

完成工事補償引当金 9,400 9,100

賞与引当金 52,300 39,800

その他 36,323 40,044

流動負債合計 3,293,681 3,854,383

固定負債

社債 120,000 15,000

長期借入金 342,930 256,810

退職給付引当金 31,938 33,510

その他 18,325 18,011

固定負債合計 513,193 323,332

負債合計 3,806,875 4,177,715

純資産の部

株主資本

資本金 1,408,600 1,408,600

資本剰余金 3,705 3,705

利益剰余金 498,802 423,845

自己株式 △21,289 △21,261

株主資本合計 1,889,818 1,814,889

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △59,782 △16,212

評価・換算差額等合計 △59,782 △16,212

純資産合計 1,830,035 1,798,677

負債純資産合計 5,636,911 5,976,392
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成22年２月28日)

売上高

完成工事高 3,222,856 3,347,237

その他の事業売上高 21,227 21,674

売上高合計 3,244,083 3,368,911

売上原価

完成工事原価 2,922,567 3,023,858

その他の事業売上原価 14,042 9,781

売上原価合計 2,936,610 3,033,639

売上総利益 307,473 335,272

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 84,597 69,126

賞与引当金繰入額 9,399 16,213

退職給付費用 6,830 6,807

貸倒引当金繰入額 22,420 24,377

その他 109,855 117,443

販売費及び一般管理費合計 233,102 233,968

営業利益 74,370 101,303

営業外収益

受取利息 972 691

受取配当金 2,558 1,723

仕入割引 4,850 4,324

受取地代家賃 4,515 4,448

その他 2,740 2,997

営業外収益合計 15,637 14,184

営業外費用

支払利息 27,087 24,003

その他 1,590 5,192

営業外費用合計 28,677 29,196

経常利益 61,330 86,290

特別利益

有形固定資産売却益 1,421 －

貸倒引当金戻入額 － 660

特別利益合計 1,421 660

特別損失

有形固定資産売却損 4,278 －

減損損失 553 484

投資有価証券売却損 4 －

投資有価証券評価損 12,869 －

貸倒引当金繰入額 62,821 －

特別損失合計 80,528 484

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△17,776 86,466

法人税、住民税及び事業税 864 642

法人税等調整額 △182 △49

法人税等合計 681 592

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18,458 85,873
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年２月28日)

売上高

完成工事高 1,327,082 1,525,061

その他の事業売上高 9,654 10,845

売上高合計 1,336,736 1,535,906

売上原価

完成工事原価 1,198,664 1,370,989

その他の事業売上原価 9,205 5,346

売上原価合計 1,207,869 1,376,335

売上総利益 128,866 159,570

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 40,266 34,944

賞与引当金繰入額 5,525 7,750

退職給付費用 3,625 3,505

その他 56,289 56,005

販売費及び一般管理費合計 105,706 102,205

営業利益 23,159 57,365

営業外収益

受取利息 201 76

受取配当金 1,229 1,162

仕入割引 2,605 2,367

受取地代家賃 2,263 2,224

その他 865 759

営業外収益合計 7,165 6,590

営業外費用

支払利息 13,213 11,402

その他 606 4,630

営業外費用合計 13,819 16,032

経常利益 16,505 47,923

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 12,631 －

貸倒引当金戻入額 23,377 3,736

特別利益合計 36,009 3,736

特別損失

有形固定資産売却損 4,278 －

投資有価証券評価損 12,869 －

特別損失合計 17,148 －

税金等調整前四半期純利益 35,366 51,659

法人税、住民税及び事業税 712 321

法人税等調整額 △29 △119

法人税等合計 682 201

四半期純利益 34,684 51,458
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成22年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△17,776 86,466

減価償却費 11,780 11,374

減損損失 553 484

貸倒引当金の増減額（△は減少） 85,241 23,717

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 982 300

工事損失引当金の増減額（△は減少） 600 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,200 12,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,636 △1,571

受取利息及び受取配当金 △972 △2,414

支払利息 27,087 24,003

有形固定資産売却損益（△は益） 2,857 －

有価証券償還損益（△は益） △271 △1,153

投資有価証券売却損益（△は益） 4 －

投資有価証券評価損益（△は益） 12,869 －

売上債権の増減額（△は増加） △108,359 243,676

未成工事支出金の増減額（△は増加） △216,302 403,814

仕入債務の増減額（△は減少） △163,290 △164,278

未成工事受入金の増減額（△は減少） 62,965 △50,223

未収消費税等の増減額（△は増加） － 11,793

未払消費税等の増減額（△は減少） △41,773 △8,516

破産更生債権等の増減額（△は増加） △61,618 △17,960

その他 △43,777 91,012

小計 △457,762 663,025

利息及び配当金の受取額 1,099 2,414

利息の支払額 △25,887 △23,508

訴訟和解金の支払額 － △4,000

法人税等の支払額 △610 △432

営業活動によるキャッシュ・フロー △483,160 637,498

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2 △2

定期預金の払戻による収入 30,000 －

有価証券の取得による支出 △315,074 △48,756

有価証券の償還による収入 100,000 45,000

有形固定資産の取得による支出 － △8,100

有形固定資産の売却による収入 76,000 －

無形固定資産の取得による支出 △1,380 －

投資有価証券の取得による支出 △39,627 △127,257

投資有価証券の売却及び償還による収入 329 31,343

出資金の分配による収入 100 －

その他 246 136

投資活動によるキャッシュ・フロー △149,409 △107,635
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成22年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △159,800 △24,800

長期借入れによる収入 400,000 180,000

長期借入金の返済による支出 △203,010 △154,660

社債の発行による収入 － 150,000

社債の償還による支出 △15,000 △315,000

自己株式の取得による支出 △72 △27

配当金の支払額 △4,871 △3,859

財務活動によるキャッシュ・フロー 17,246 △168,347

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △615,324 361,515

現金及び現金同等物の期首残高 1,490,081 856,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 874,757

※1
 1,218,396

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

17/26



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

 
 １ 会計処理基準に関する
    事項の変更

 

(1）完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工期１年以上、かつ請負
金額１億円以上の工事については工事進行基準を、その他の工事については
工事完成基準（連結子会社においては、全ての工事について工事完成基準）
を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第
15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計
期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第
２四半期連結会計期末までの進捗部分について成果の確実性が認められる
工事については工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例法）を、そ
の他の工事については工事完成基準を適用しております。
　なお、平成21年８月31日以前に着手した工事契約のうち、工期１年以上、か
つ請負金額１億円以上の工事については工事進行基準を、その他の工事につ
いては工事完成基準を引き続き適用しております。
　これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間に
係る売上高は513,442千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半
期純利益は、それぞれ44,210千円増加しております。

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「破産更生債権等」（当第２四半期連結
会計期間27,181千円）は、金額が僅少となり重要性がなくなりましたので、当第２四半期連結会計期間に
おいては投資その他の資産の「その他」に含めて表示しております。
　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)

 １ 完成工事に係る瑕疵担保費用
    見積額の算定方法

　

完成工事に係る瑕疵担保費用見積額の算定に関しては、当第２四半
期連結会計期間末の補償実績率が前連結会計年度末に算定したもの
と著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において
算定した補償実績率を使用して瑕疵担保費用見積高を算定しており
ます。

２ 法人税等並びに繰延税金資産

   及び繰延税金負債の算定方法

　

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額
控除項目を重要なものに限定する方法によっております。
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以
降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと
認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想
やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度
(平成21年８月31日)

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

　 受取手形割引高 56,250千円

　 受取手形裏書譲渡高 102,444

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

　 受取手形割引高 49,040千円

　 受取手形裏書譲渡高 81,465

※２　期末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に　

つきましては、満期日に決済が行われたものとし

て処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形を満期日に決済が行われたものとして

処理しております。

　 受取手形 100,221千円

　 裏書譲渡手形 3,000

　　　　　　　　　　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間　　　　　　　　　　　　　(自　平成20年９

月１日 
  至　平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間　　　　　　　　　　　　　(自　平成21年９
月１日 

  至　平成22年２月28日)

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　(平成21年２月28日現在)

現金預金 889,763千円

預入期間が３か月超の定期預金 △15,005

現金及び現金同等物 874,757

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　(平成22年２月28日現在)

現金預金 1,233,404千円

有価証券 48,117

預入期間が３か月超の定期預金 △15,008

ＭＭＦを除く有価証券 △48,117

現金及び現金同等物 1,218,396

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日

　至　平成22年２月28日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,000,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 83,133

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

19/26



４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月26日
定時株主総会

普通株式 10,917 1.00平成21年８月31日 平成21年11月27日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　　　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　

至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)にお

いて、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める設備工事業の割合がいずれも90％を超えて

いるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　

至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)にお

いて、在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　

至　平成21年２月28日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日)にお

いて、海外売上高がないため、記載しておりません。
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(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではなく、かつ、前

連結会計年度末と比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当社グループは、ストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末
(平成21年８月31日)

　 　

　 167.63円
　

　 　

　 164.76円
　

　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末
(平成21年８月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,830,035 1,798,677

普通株式に係る純資産額(千円) 1,830,035 1,798,677

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 11,000,000 11,000,000

普通株式の自己株式数(株) 83,133 82,733

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 10,916,867 10,917,267

　

２  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年９月１日
至  平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成22年２月28日)

１株当たり四半期純損失 1.69円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につては、潜在
株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益 7.87円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につては、潜在
株式が存在しないため記載しておりません。
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年９月１日
至  平成21年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成22年２月28日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）(千円) △18,458 85,873

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株主に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△18,458 85.873

普通株式の期中平均株式数(株) 10,919,252 10,917,033

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年２月28日)

１株当たり四半期純利益 3.18円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益 4.71円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。
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(注)  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年２月28日)

四半期純利益 34,684 51,458

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株主に係る四半期純利益(千円) 34,684 51,458

普通株式の期中平均株式数(株) 10,918,842 10,916,867

　

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年４月９日

暁飯島工業株式会社

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　坂　義　人　 　印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    石  井  雅  也　 　印

　

　 　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯

島工業株式会社の平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年12月１日から平成21年２月28日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年９月　１日から平成21

年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社及び連結子会社の平成21

年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

注記事項(四半期連結貸借対照表関係)に記載されているとおり、会社は瑕疵担保責任の存在に基づく損害

賠償請求訴訟を提起されている。 

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年４月９日

暁飯島工業株式会社

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    小  坂  義  人     印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    石  井  雅  也     印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯

島工業株式会社の平成21年９月１日から平成22年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年12月１日から平成22年２月28日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年９月１日から平成22

年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社及び連結子会社の平成22

年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１

四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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